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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

 展開型電極針を用いた肺ラジオ波焼灼療法において、展開径が局所制御に及ぼす影響につい

て後ろ向きに検討した。651 腫瘍、251 人を対象とした。 
 展開径と腫瘍径の差を 10mm 未満と 10mm 以上の 2 群に分けて検討した。他の様々な関連

する因子も同様に 2 群に分けて検討に含めた。腫瘍の局所制御率はカプランマイヤー法で算出

し、ログランクテストを用いて 2 群の比較を行った。さらに、5 つのモデルを作成しマルチレ

ベルの生存分析（粗解析および多変量解析）を行い、展開径と腫瘍径の差について検討した。 
 展開径と腫瘍径の差が 10mm 未満の群は 10mm 以上の群と比べて有意に局所制御率が低か

った(P<0.001)。マルチレベルの生存分析（粗解析および多変量解析）ではモデル 5（P=0.067）
を除くすべてのモデルで展開径と腫瘍径の差が10mm未満であることは有意なリスク因子であ

った。展開径と腫瘍径の差が 10mm 以上 15mm 未満の群と 15mm 以上の群を比較したが、局

所制御率に有意な差はなかった（P=0.637）。 
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